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車は多くの部品から構成されており、使用されている間に各部が

摩耗したり劣化することが避けられません。

そのまま使い続けると性能が低下したり、故障の原因となります

ので、車両を安全・快適に使用するために、年式や走行距離に応じ

た点検・整備が必要で

自動車整備業界では、これまでの経験をもとに

炉謳謳 握傷
交換時期を超えて使用を続け

ると、ベル トが切ねてエンジン

が止まつて しまう可能性があ

り、最悪の場合、エンジン内部

に重度の損傷を引き起こしま

す。
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一一勢利ラジエーターキ ャップが損傷

すると、通常 100℃ 超に保た

れているエンジン冷却水の沸

点が下がり、沸騰 してあふれ出

すことでオーバーヒー トする

可能性があります。
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各種ゴム部品が劣化するとブレーキオイルゴム部品等の劣化により亀裂

や損傷が発生 しシ ョックを吸

収できず、異音や振動につなが

る恐れがあります。

馘豪蓬鯰せ総る
シ ョックアブソーバー及びス

プリングがへたると、段差で革

が跳ねやすい、揺れが収まりに

くい等、乗り心地が悪くな りま

す。

当痰凸鱚ぬで重懸こ ヅh」鰹朧際購りゃすく蝙
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ブレーキ、アクセル、クラッチ

等のペダルパ ッ ドが摩耗する

と、滑 りやすくなります。

ドライブラシャフ トのベアリ

ングやジ ョイン ト部分が摩耗

することによリガタが発生 し、

走行中に異音や振動が発生 し

ます。

警告 nIIの ランプが切れている

と、車の不調や トラブルの情報

が ドライバーに伝わらず、重度

の故障に繋がる恐れがあ りま

す。
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「長期使用車両向け点検0整備項目」を設定しています !

斃兆置痙碁褻 、燃愧
電極の消耗等により点火ミス ||
が発生 し、燃焼不良状態lcな り ||
ます。            ■
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